
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

　
今
回
は
伊
王
野
地
区
の
専
称

寺
を
紹
介
し
ま
す
。

　
専
称
寺
は
、
時
宗
の
寺
院
で
、

伊
王
山
専
称
寺
と
称
し
、ま
た
田

辺
道
場
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。開
基

は
那
須
氏
の一族
で
伊
王
野
氏
の

祖
・
伊
王
野
資
長
に
よ
る
も
の

で
、文
永
４
年（
1
2
6
7
）の
開

基
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
持
仏
堂
は
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
伊

王
野
資
長
が
開
基
し
た
と
さ
れ

る
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
、
滋
賀
県

東
近
江
市
の
弘
誓
寺
が
あ
り
、そ

こ
で
は
愚
咄
坊
と
い
う
名
で
創

建
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
専
称
寺
は
、伊
王
野
氏
の
菩
提

寺
・
時
宗
の
道
場
と
し
て
発
展

し
、ま
た
伊
王
野
氏
改
易
後
は
伊

王
野
地
区
の
檀
家
寺
と
し
て
機

能
し
ま
し
た
。専
称
寺
は
寛
文
〜

延
宝
年
間　
　
　
　
　
　
　
　

に
本
堂
・
宝
物
な
ど
が
焼
失
し

た
と
い
い
ま
す
。現
在
の
本
堂

は
、安
永
３
年（
1
7
7
4
）に
落

成
し
た
も
の
を
、大
正
時
代
に
改

修
築
し
た
も
の
で
、
山
門
は
昭
和

39
年

年
記
念
と
し
て
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
代
の
住
職
に
は
学
者
肌
・

教
育
者
の
人
物
が
お
り
、29
代
円

立
は
多
く
の
子
弟
を
育
て
る
と

と
も
に
、那
須
町
の
民
話
で
有
名

な
北
向
地
蔵
の
開
眼
に
も
携
わ
っ

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
32
代
円
山
は
遊
行
上
人

（
時
宗
総
本
山
の
住
職
）
の
候
補

者
だ
っ
た
と
も
さ
れ
、
41
代
徳
謙

は
維
新
館（
旧
伊
王
野
小
学
校
の

前
身
）
の
先
生
と
し
て
も
活
躍

し
、45
代
龍
瑞
は
考
古
学
者
と
し

て
栃
木
県
内
外
で
著
名
な
人
物

で
し
た
。

　
専
称
寺
に
は
、国
指
定
重
要
文

化
財
・
金
銅
阿
弥
陀
如
来
立
像

（
本
尊
）
と
栃
木
県
指
定
文
化

財
・
勢
至
菩
薩
立
像（
脇
侍
）が

那
須
町
の

那
須
町
の

地
域
文
化
遺
産

地
域
文
化
遺
産
vol.19vol.19

那須の歴史

再発見

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
74
‐
7
0
0
7

専称寺

天井画

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。栃
木
県
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
高
精
細
画
像
で

見
る
こ
と
が
出
来
る
と
と
も
に
、
今

月
23
日
に
は
ご
開
帳
が
な
さ
れ
ま
す

の
で
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。ま

た
、
伊
王
野
出
身
の
画
家
・
渋
井
鉄

華
に
よ
る
本
堂
の
天
井
画
や
境
内
に

は
筆
硯
供
養
碑
が
遺
さ
れ
て
お
り
、

他
に
も
教
育
者
で
歌
人
の
小
山
田
虎

の
句
碑
や
墓
地
に
は
伊
王
野
氏
の
旧

墳
墓
が
あ
り
五
輪
塔
や
そ
の
残
欠
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
、見
事
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が

咲
き
誇
る
場
所
で
あ
り
、
寺
の
背
面

に
は
伊
王
野
城
も
見
え
ま
す
。専
称

寺
か
ら
伊
王
野
の
歴
史
を
一
望
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

那須歴史探訪館
■申込み・問合せ
　那須歴史探訪館☎７４-７００７

探訪館
ホームページ

黒
田
原
ウ
ォ
ー
ク

「
黒
田
原
の
成
り
立
ち
を
知
ろ
う
！
」

　
町
を
代
表
す
る
文
化
財
を
一
堂
に

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の

な
か
地
域
で
の
文
化
財
継
承
・
探
訪

館
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
会　
期　
12
月
６
日
㈰
ま
で

▼
主
な
展
示
品　
鰐
口
（
県
指
定
）、

　
聖
徳
太
子
立
像
（
町
指
定
）
弘
法

　
大
師
画
像
（
町
指
定
） 

ほ
か

▼
入
館
料　
大
人
3
0
0
円

　
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

▼
日　
時　
12
月
６
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時

▼
場　
所　
歴
史
探
訪
館

※
要
入
館
料

　
古
写
真
や
古
地
図
を
見
な
が
ら
黒

田
原
の
歴
史
や
街
の
成
り
立
ち
を
歩

き
な
が
ら
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
展
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
！

那
須
町
の
歴
史
文
化
遺
産
」

好
評
開
催
中
！

国
重
要
文
化
財
「
金
銅
阿
弥
陀

如
来
立
像
」
県
指
定
「
金
銅

勢
至
菩
薩
立
像
」
が
ご
開
帳

さ
れ
ま
す

　
伊
王
野
氏
の
祖
・
伊
王
野
資
長
ゆ

か
り
の
国
重
要
文
化
財
「
金
銅
阿
弥

陀
如
来
立
像
」
な
ど
が
ご
開
帳
さ
れ

ま
す
。

▼
日　
時　
11
月
23
日
㈰

▼
場　
所　
専
称
寺

展
示
解
説

　
江
戸
時
代
〜
昭
和
時
代
に
か
け
て
の

古
文
書
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
で
も
で
き
る
作
業
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　
毎
週
木
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
も
可
能
で
す
。

　
当
館
が
収
蔵
す
る
古
文
書
の
一
部
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
史
料
の
閲
覧
は
当
館
で
も
で
き
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
古
文
書
応
援
隊

募
集
中
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
古
文
書
の

目
録
を
公
開
し
て
い
ま
す

▼
日　
時　
11
月
22
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
4
時

▼
定　
員　
15
人　
要
予
約
先
着
順

▼
集
合
場
所　
役
場
前（

伊
王
野
1
6
2
2
）

（
1
6
6
1
〜
1
6
8
1
）

（
1
9
6
4
）に
開
基
7
0
0
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